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 財政主要項目（純損益、資金残高、企業債残高対給水収益）の最新

見通しを開示し、以下の効果を狙います。

事業経営の透明性のより一層の向上

事業環境を取り巻く不確実性への適時対応

「水道局」から「お客さま」への情報提供機会の確保

 水道局では、安心して水道をお使いいたただくため、経営の「見える

化」に取り組んでいます。

※水道局が想定する財政主要項目を開示することで得られる効果の一例

はじめに – 最新の財政主要項目の開示について
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■ 支出の抑制、修繕工事等の繰越しにより、R7決算は一時的に計画値を上回り、
黒字を確保

■ R8以降は金利上昇に伴う支払利息の増加等により、計画値に比べ減益の見通し

-純損益のポイント-

１．純損益の最新見通し

純損益
【単位：億円】



２．資金残高の最新見通し
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資金残高
【単位：億円】

■ R７決算での好転のうち、実質的な好転は8．3億円（残りは繰越しによるもの）

■ R10以降は、事業運営に必要な資金残高25億円を下回る見込み

-資金残高のポイント-

下限25億円
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政令市平均 273.2%(R6末時点)

企業債残高対給水収益
【単位：%】

■ 企業債現有高が増大する中、給水収益が減少するため、その割合は上昇する見込み
■計画値と同水準で推移する見込み（300%台での推移を見込む）

-企業債残高対給水収益のポイント-

３．企業債残高対給水収益の最新見通し


